
Will Connectivity のご案内

栃木県新事業創造プログラム

新事業創造をノウハウからではなく、自身の人生の目的・実現したい社会のあり方・解決したい社会課
題といった“ビジョン（Will）”を起点として、創造される事業の実現を伴走支援するプログラム、それが、
栃木県新事業創造プログラム「Will Connectivity」です。

本プログラムは、自己内省と対話がメインの①集合型オンラインセミナーにより、自社ビジョン～アクション
プラン構築を行いつつ、②オンライン1on1メンタリングや③各種マッチング支援等において、ビジネス観点
でのアドバイスや、伴走支援を行います。

また、Will Connectivity では、自身のWillと事業の接続だけでなく、同じ目標を持つ仲間と刺激し合
い、助け合う、受講生同士のコミュニティとしての機能も有します。

熱意ある創業希望者の事業創造を、Will起点で伴走支援します！

プログラム年間スケジュール ※予定※

①集合型オンラインセミナー
（毎週木曜日：19~21時）

※初回は対面開催を予定

③マッチング支援 / 先輩起業家交流会（随時）

②オンライン1on1メンタリング（随時）
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応募ページ

②1on1メンタリング
③マッチング支援
先輩起業家交流会

①オンラインセミナー

受講生コミュニティ

令和4年度課題解決型人材育成事業



対象者

【定員：30名】

※受講生は、
応募内容を審査の上、

決定します。

プログラム受講後、栃木県内においてスタートアップ企業等を創業する意思のある者、または、ス
タートアップ企業等を創業間もない個人または法人の代表者

＜具体例＞

受講料 無料 ※オンライン環境整備費及び通信料は受講者負担

応募方法
エントリーシートに必要事項を記載の上、7月31日(日)までに
事務局宛て提出

申込先
（事務局）

栃木県産業労働観光部経営支援課 商業活性化担当
〒320-8501 栃木県宇都宮市塙田1-1-20 県庁本館６F

TEL：028-623-3177・3175 e-mail：syougyou@pref.tochigi.lg.jp

プログラム募集要領

注意事項

①Willの言語化 自らの実現したい社会像や事業に関するWillを有していること

②オンラインセミナー
への参加

Will Connectivityのオンラインセミナーに7回以上参加していること

③ピッチイベント等へ
の登壇

令和４年９月以降、Will Connectivityの成果発表会やOpenSessionFriday（※）において自身の事業内容や計画
について発表していること

※本イベントと同等以上の不特定多数が集まるビジネスピッチへの登壇でも可（ただし、登壇の証明・プレゼン内容が確認できる場合）

④1on1メンタリング
の実施

Will Connectivityの講師陣による1on1メンタリングを4回以上受けていること

プログラム修了条件

※本プログラムの受講にあたり費用負担は発生しませんが、公金を基に事業運営を行う関係上、プログラムへの積極的な参加及び事業創造への持続的
な活動が求められます。
※本プログラムは、創業支援等事業計画における、特定創業支援事業に位置付けられており、プログラムの修了証は、税制優遇等に活用できる一方、
その後5年程度、受講生の創業状態や事業の状況に関し、県より照会させていただくことがあります。

※プログラムを通じ、以下の条件をクリアした方に対し、プログラムの修了証書をお渡しします。

エントリー
は コ チ ラ

創業希望者 ※事業アイディア無し

 現状を変えたい！
 解決したい社会課題が有る！

創業希望者 ※事業アイディア有り

 ビジネスアイデアを検証したい！
 新しいビジネスを立ち上げたい！

創業間もないスタートアップ企業等

 ビジョンを再構築・整理したい！
 ビジネス構築・拡大の支援者が欲しい！

創業希望者

※事業アイディア無し

創業希望者

※事業アイディア有り

創業間もない
スタートアップ企業等

対象者

受講生ごとの修了時のアウトプットイメージと、修了後のアクション(例)

Will Connectivity受講

【受講生に応じたアウトプット】

✓ 事業アイデアの選定
✓ 事業アイディアの検証・事業化
✓ ビジョン再構築・事業拡大

プログラムの実施

 事業アイディアの実現に向けた仮説検
証を開始

 スタートアップ企業等の創業

 サービスの拡大、新たなサービスの開発

 創業塾など、事業化に向けた支援プロ
グラムに参加

修了後のアクション(例)


